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１．研究計画の概要   近藤等は、アジアの
フロラはアルタイ山脈でヨーロッパ・フロラ
と境界するとの仮説をたてて、日中共同研究
で 27 年、日露共同研究で 10 年にわたって研
究調査を続けてきた。その中でも東アジア・
フロラを占有している国は、ロシア連邦、モ
ンゴル、中華人民共和国、朝鮮民主主義人民
共和国、大韓民国であり、日本海、タタール
海峡を隔てて日本がある。日本列島のフロラ
を研究するとき、ロシア連邦と中華人民共和
国には同一種、近縁種が多く、それらの個体
群内・間の変異性、多様性、雑種性ぬきで分
析することはできない。両国に共通して分布
する被子植物のうち、日本フロラ関連植物種
のうち、いままでに分類学的、系統学的、分
布論的に問題を提起している分類群に注目
して、伝統的基本である形態学と有性と無性
器官の発生生物学的データ集積とその扱い
に注意しながら、多様性及び構成種の分化、
進化、動態の根本を知った上で、日本列島が
ユーラシア大陸から分離された後の島環境
がどのように個体群遺伝子給源を保持して
繁栄してきたかを探るものである。そして、
多面的に日本フロラ関連特定植物の生き様、
動態を分析し、分布の過程での分化の道筋を
総合的に分析する。また、早急な研究が望ま
れている稀少種、地誌的残存種と絶滅危惧種
の出現とその背景について分子系統学的、分
子細胞遺伝学的な比較分析、特性評価を進め
る。そのためには野外生育場所での生態学的
調査、個体群生物学、個体群内・間の識別、
かかわり、交配様式等を共同研究者同士で共
有する技術、方法論で分析するとともに、一

部を栽培下におき、高価な研究費を要する分
子レベルの分析を日本側近藤の研究室で、共
同で分析を進める。このように、「目で見て
確かめる」という生物学の基本を野外、研究
室内両面で進め、総合的に評価して、科学的
実証で、日中露共通に扱え、さらにはグロー
バルレベルの同一扱いに耐えられる状態に
する。また、その過程で得られるであろう各
種保全の方法も考え、かつ応用面として戻し
導入の方法論展開もしたい。そして、ユーラ
シア大陸東部植物の相互種間関係にせまり
たい。 
 
２．研究の進捗状況  平成 19 年～21 年の
3 年間、ロシア連邦アルタイ山脈、モンゴル、
ホフト県、中華人民共和国内蒙古自治区中部
と北東部、黒竜江省の標高 3,500 m 程度の未
調査の山を選び、海抜 1,000 m あたりから植
物調査と採集をしながら登頂した。この調査
では、日本側 8名、ロシア側 3名、モンゴル
側 2名が参加し、キク科、タヌキモ科、ウコ
ギ科、ユキノシタ科、アヤメ科、キンポウゲ
科、ラン科、サクラソウ科、グミ科、カバノ
キ科、バラ科、イネ科、シソ科、ネギ科、シ
ダ類などを調査、採集し、日本に持ち帰って
栽培し、染色体分析を進めて、逐一論文とし
て報告している。このように日本側チームが
夏季の調査し易い時期に行えたのに対し、ロ
シア側、中華人民共和国側、モンゴル側の共
同研究者は来日、調査、採集時期が冬季であ
るため、成果は何時も少なく、必要な多くの
材料は植物園等の栽培品に依存した。 
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３．現在までの達成度  科研執行期間中、
中華人民共和国において、平成 19 年頃から
の西蔵（チベット）省の暴動、平成 20 年の
四川省大地震と北京市のオリンピック、平成
22 年の青海省の大地震と上海市の EXPO によ
り、交通の便が狂い、調査、研究対象とした
場所の変更をしなければならないところが
多々あった。また、平成 21 年度の中華人民
共和国黒竜江省の調査は、故意に東北林業大
学薬草園、同大学実習林、大慶林業試験場、
ハルピン市内の公園という自然林ではない
ところを対象とさせられたので我々が期待
していた植物はまったく得られなかった。従
って、現在までの達成度は 60％程度と思われ
る。 
 
４．今後の研究の推進方策  平成 22 年度
が本科学研究費補助金の最終年度である。そ
こで、ロシア、アルタイ山脈、西サヤン山脈、
東サヤン山脈、ヤブロノイ山脈が本プロジェ
クトにとって最も成果の上がる地帯と考え、
夏季休暇期間中でかけて、重点的に調査、研
究を進める。また、時間的、経費的余裕がで
きれば、中華人民共和国甘粛省南部に 2名ほ
どで出かけ、必要な材料を採集したい。そし
てロシア、中華人民共和国の共同研究者を日
本に招聘して研究室内共同研究を進め、本プ
ロジェクトの期限内完成を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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